
　カリキュラム

実施方法：eラーニング

受講期間：令和７年１０月２３日（木）～令和７年１１月１３日（木）

《時間割》

科　　　　目 講　師　等

10 分 イントロダクション 公益財団法人 東京都福祉保健財団

講義１ 90 分 ○児童福祉法、子ども・子育て支援法の変遷 川口短期大学　こども学科

准教授　　佐藤　晃子 氏

講義２ 30 分 東京都福祉局子供・子育て支援部

企画課子供・子育て施策推進担当

課長代理　　佐藤　篤史 氏

　

講義３ 60 分 ○サービス現場の現状①～学童クラブ～ 東京都学童保育連絡協議会副会長

・学童クラブの現状 文京区立柳町地区児童館

・評価機関、評価者に望むこと 館長   　　高橋　誠 氏

講義４ 60 分 ○サービス現場の現状②～認可保育所～ 社会福祉法人みんなのおうち

・認可保育所の現状 小梅保育園　　

・評価機関、評価者に望むこと 　園長　　西村　孝幸 氏

講義５ 60 分 ○サービス現場の現状③～認定こども園～ 学校法人湯目学園

・認定こども園の現状 認定こども園開進幼稚園

・評価機関、評価者に望むこと 園長　　湯目　崇史 氏

講義６ 60 分 ○サービス現場の現状④～認証保育所～ 東京都認証保育所　仲よし保育園　

・認証保育所の現状 園長　宇田川　貴子 氏

・評価機関、評価者に望むこと

講義７ 60 分 ○サービス現場の現状⑤～認可外保育施設～ 株式会社なかよし

・認可外保育施設の現状 代表取締役　宇田川　里紗 氏

・評価機関、評価者に望むこと

計 430 分

※eラーニング受講後のアンケート回答をもって修了

時　　間

○東京都子供・子育て支援総合計画（第３
期）の概要

令和７年度 評価者フォローアップ研修（専門コース）基本編

【 福祉サービスの現状を学ぶ～児童分野～】

≪研修の目的≫

サービス現場の状況を知り、児童福祉政策の最近の動向等について学ぶことにより、児童福祉

サービスの評価実施に役立つ知識を習得することを目的とする。


